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大崎上島サマーフェスティバル大崎上島サマーフェスティバル 8/14 金 今月の表紙

三大夏祭りの締めくくりは魚のつかみどり大会からスタート！締めは賑やかなステージ発表×大輪の花火
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きのえ十七夜祭きのえ十七夜祭 優勝は郷区！新船頭の就任×優勝の快挙7/25 土

島の３大島の３大夏祭り夏祭り開催！開催！
ひがしの住吉祭ひがしの住吉祭 8/13 木 優勝は白水区！

全レース１位の完全優勝で三連覇達成
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調理実習で鯛を捌きました

7
17

広
島
叡
智
学
園
の
生
徒
が
調
理
実

習
で
鯛
を
捌
き
ま
し
た
。

大
崎
内
浦
漁
業
協
同
組
合
の
ご
協
力
の

も
と
、
高
校
１
年
生
を
対
象
に
「
鯛
の
三

枚
お
ろ
し
か
ら
刺
身
づ
く
り
ま
で
」
を
体

験
実
習
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
の
大
半
が
魚
を
捌
く
の

は
初
め
て
で
、
包
丁
の
使
い
方
や
魚
の
構

造
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、
漁
協
の
方
か
ら
丁

寧
な
指
導
を
受
け
、
一
つ
一
つ
の
工
程
に

真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
た

ち
の
手
で
魚
を
捌
き
、
刺
身
に
仕
上
げ
て

食
べ
る
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
体
験
し
た

こ
と
で
、
命
を
い
た
だ
く
こ
と
の
大
切
さ

や
、
地
域
の
水
産
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

外務省職員によるリモート授業

7
16

大
崎
海
星
高
等
学
校
に
て
外
務
省

職
員
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
授
業
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
授
業
は
、卒
業
後
の
キ
ャ
リ
ア
を
考

え
る
際
の
選
択
肢
を
広
げ
、海
外
で
の
働
き

方
の
モ
デ
ル
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

全
学
年
を
対
象
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
、広
島
出
身
で
外
務
省
北
米
局
北

米
第
二
課
に
所
属
す
る
佐
々
木
大
樹
さ
ん
。

様
々
な
経
験
を
経
て
外
交
官
の
道
に
進
ん

だ
き
っ
か
け
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
心
が
強
く
動
い
た
瞬
間
を
大
切
に
、周

り
の
意
見
で
は
な
く
自
分
の
意
志
で
選
択

し
て
ほ
し
い
。オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
に
な
る

必
要
は
無
い
、〝
何
か
〞が
突
き
抜
け
た
人
材

と
な
っ
て
ほ
し
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
、

生
徒
は
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

「海の日」記念式典が開催されました
7

22

尾
道
海
事
事
務
所
主
催
に
よ
る
「
海
の
日
」
記
念
式
典
が
ホ
テ
ル
清
風
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

被
表
彰
者
ほ
か
関
係
者
が
参
加
し
、
表
彰
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
表
彰
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●国土交通大臣表彰
表彰区分 氏　名 所　属

優良船員（船員） 谷　本　誠　二 山陽商船株式会社　船長

●中国運輸局長表彰
表彰区分 氏　名 所　属

優良船員（船員） 峰　　　義　臣 安芸津フェリー株式会社
第十二やえしま　船長

統計調査（報告義務者） 株式会社　松浦造船所

●「海の日」ポスター展表彰 海の月間実行委員会
表彰区分 氏　名 学校名 学　年

海の月間実行委員会　会 長 賞 川　上　一　清 東野小学校 ５年生
木江地区造船協同組合　理事長賞 濵　田　桃　李 東野小学校 ２年生
木江地区旅客船協議会　会 長 賞 前　田　龍　登 木江小学校 ２年生
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大崎上島町戦没者追悼式を開催しました

7
29

ホ
ー
ル
な
ぎ
に
お
い
て
、
町
主
催

に
よ
る
初
の
「
大
崎
上
島
町
戦
没

者
追
悼
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
ご
遺
族
、
町
議
会
議
員
や

地
域
団
体
の
代
表
者
な
ど
多
く
の
皆
様
が

ご
参
列
さ
れ
、
先
の
大
戦
で
国
の
た
め
、

ま
た
故
郷
の
た
め
に
尊
い
命
を
捧
げ
ら
れ

た
戦
没
者
並
び
に
戦
争
公
務
で
亡
く
な
ら

れ
た
方
々
に
、
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し
た
。

国
歌
斉
唱
、
黙
と
う
に
続
き
、
町
長
に

よ
る
式
辞
、
教
育
長
に
よ
る
平
和
へ
の
こ

と
ば
、
遺
族
代
表
に
よ
る
追
悼
の
こ
と
ば

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
列
者
に

よ
る
献
花
を
通
じ
て
戦
没
者
の
御
霊
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
戦
後
81
年
を
迎
え
、
恒

久
平
和
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

櫂伝馬体験学習を行いました

7
29

櫂
伝
馬
体
験
学
習
は
、
大
崎
上
島

町
地
域
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、

東
野
地
区
の
櫂
伝
馬
関
係
者
と
と
も
に
毎

年
夏
休
み
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

町
内
の
小
学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生

を
対
象
に
、乗
船
体
験
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
「
櫂
伝
馬
」
へ
の
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
乗
船
体
験
を
行
う
中
で
、
初
め

は
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
櫂
も
、
練
習
を
重
ね

る
う
ち
に
少
し
ず
つ
揃
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
速
く
進
む
た
め
に

は
櫂
を
揃
え
る
こ
と
や
声
を
出
す
こ
と
が

大
切
だ
と
学
び
、
汗
を
流
し
な
が
ら
一
生

懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

『近現代における大崎上島の歩み』残りわずか

『
近
現
代
に
お
け
る
大
崎
上
島
の
歩
み
』
が

好
評
で
、
在
庫
が
残
り
わ
ず
か
と
な
っ
て

い
ま
す
。

大
崎
上
島
の
近
現
代
（
幕
末
か
ら
現
代

ま
で
）
を
ま
と
め
、
６
月
か
ら
生
涯
学

習
課
で
販
売
を
始
め
た
『
近
現
代
に
お

け
る
大
崎
上
島
の
歩
み
』（
販
売
価
格
３
，

８
０
０
円
）
が
好
評
で
、
在
庫
が
残
り
わ

ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
購
入
を
希
望

さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
同
時
に
販
売
中
の
『
追
憶
の
か

た
ち
〜
大
崎
上
島
歴
史
写
真
集
〜
』（
販
売

価
格
２
，２
０
０
円
）
に
つ
い
て
は
、
在
庫

が
十
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
ご

購
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課

学
び
の
島
係

☎
64
‐
３
０
５
５

コミュニティ助成事業で備品を整備

大
串
区
が
、
宝
く
じ
の
助
成
金
を
活
用
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
を
整

備
し
ま
し
た
。

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備

な
ど
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
や
、住
民
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。今

年
度
は
、大
串
区
が
助
成
金
を
活
用
し
、

老
朽
化
し
た
備
品
の
整
備
・
行
事
の
際
に
必

要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
備
品
を
活
用
し
、今
後
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
一
層
活
発
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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●
海
外
の
学
生
と
の
交
流

６
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
本
校
中
学
３
年
生
を
中
心
に
、
ハ
ワ
イ
と

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
生
徒
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
英
語
力
を
生
か
し
、
積
極
的
に
会
話
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
り
、
一
緒
に
体
験
し
た
り
し
な
が

ら
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
来
校
し
た
学
生
か
ら
は
満
足
の
声
が
聞
か
れ
、
交
流

は
実
り
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
意
見
交
換
な
ど
を
通
し
て
、
多
様

な
価
値
観
や
考
え
方
に
触
れ
、
自
分
た
ち
の
視
野
を
広
げ
る
貴
重
な
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

今
後
の
学
び
や
行
動
に
生
か

し
、「
平
和
な
社
会
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
て
主
体
的
に

歩
ん
で
い
き
ま
す
。

●
島
内
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

本
校
の
生
徒
団
体
「Shim

anity

」（
高
校
２
年
生
を
中
心
に
活
動
し
て
い

る
団
体
）
が
、
大
崎
上
島
町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
し
た
英
語
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
「
夏
祭
り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
射
的
や
う
ち
わ
作
り
な
ど
を
通
し
て
、

英
語
を
交
え
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
本
校
留
学

生
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
彼
女
ら
と
の
交
流
を

深
め
る
た
め
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
用
意
し
た
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
が
積
極
的
に
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。
英
語
を
使
い
な
が
ら
日
本
文
化
に
親
し

む
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
、
生
徒
、
留
学
生
そ
れ
ぞ
れ
に

と
っ
て
、
新
た
な
学
び
や
気
付
き
の
あ

る
充
実
し
た
交
流
の
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
地
域
と
つ
な
が
る
活
動
を

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

An Especially “Philly” Greeting
「フィリー（フィラデルフィア）」らしい挨拶

Hello everyone, or “Yo!” as we say in Philadelphia! I am Ethan Albert, the new ALT at Kinoe Elementary School and 
Osakikamijima Kindergarten. 
I come from outside the city of Philadelphia, Pennsylvania but grew up in the state of New Jersey. Philadelphia 
and New Jersey are famous for their special foods, histories, and cultures. Some hobbies of mine include 
gardening, table-top games (I love mahjong), reading, and learning dialects. I hope to learn some of the Hiroshima 
or Osakikamijima dialects while improving my Japanese during my time here. I went to college in Washington DC 
at George Washington University where I studied international affairs and religion. 
In the future I hope to work as a diplomat. 
I cannot wait to meet everyone and start my journey on Osakikamijima as the new 
ALT. 
So please, if you see me do not be afraid to say “Yo, Ethan!” and you may find that 
my English may sound just a bit different

　こんにちはみなさん。フィラデルフィアでは「ヨ!」って言うのですよ!　私はイサン・
アルバートです。木江小学校と大崎上島幼稚園の新しいALTです。
　ペンシルベニア州のフィラデルフィア市の郊外出身ですがニュージャージー州で育ちました。フィラデルフィアと
ニュージャージー州は特別な料理や歴史、文化などが有名です。私の趣味は園芸やテーブルゲーム（麻雀が大好き）、
読書そして方言を学ぶことです。ここに住んでいる間、日本語を上達させながら、少し広島弁か大崎上島弁を学びたい
です。ワシントンDCのジョージ・ワシントン大学で国際関係と宗教を勉強しました。将来は外交官になりたいです。
　皆さんにお会いして、新しいALTとして大崎上島の活動を始めるのが楽しみです。ですから、私を見かけたら、遠慮
なく「ヨ、イサン!」と声をかけてくださいね。私の英語は、他のALT達の英語とは少し違うかもしれませんよ!よろし
くお願いします。

ALTALTおすすめ!おすすめ!
便利な英語フレーズ

just a bit［　໐໐　］
少し［　໐໐　］

イサン・イサン・
アルバートアルバート文・訳　文・訳　
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教
育
委
員
の
活
動
報
告

●
令
和
８
年
第
７
回
大
崎
上
島
町
教
育
委
員
会

定
例
会
議

７
月
31
日
㈮

16
時
〜

１
議

事

日
程
第
１

議
案
第
６
号

令
和
９
年
度
使
用
特
別
支
援
学
級
用
教
科
書

の
採
択
に
つ
い
て

２
そ
の
他

活
動
・
行
事
予
定

８
月
28
日
㈮

15
時
〜

　
　

８
月
定
例
会
議

問
学
校
教
育
課

総
務
学
校
教
育
係

　
　

☎
64
‐
２
０
７
４

大崎上島町立大崎上島幼稚園

幼稚園教育目標  心豊かに、のびのびとたくましく生きぬく子供
幼稚園経営目標  学び合い自ら力を伸ばす幼稚園

　日々の生活や遊びの中で、「なんだろう？」と気付き、「どうしたらいいのかな？」と考え、「やってみたい！」
と行動する子供を育成していきます。「大崎上島学」では、子供たちの興味・関心のあることから、大崎上島の
自然に触れたり、地域の方とかかわったりしながら体験活動を行っています。ふるさと大崎上島が大好きな子供
に育ってほしいと思います。

砂を掘ったら水が出て
きた！不思議だね！

いろんな形の貝殻
があるね！

おたまじゃくしは
何を食べるのかな？

お家を作ろう。運動ができる
ように木を入れてあげよう！

　年長組が「年少・年中組に分
かりやすく伝えるためにはどう
したらいいだろう？」と考え、
絵本を作成して教えてくれまし
た。友達と協力する楽しさや難
しさを感じる貴重な経験となり
ました。

　今年も飯盒炊さんにチャ
レンジしました。くど作り
では、重たいブロック運び
に「重くて持てない」と苦
戦しながらも、友達と考え
を出し合って解決する姿が
見られました。
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問健康福祉課　健康予防係 ☎62-0330（保健師・栄養士直通）

【 県立安芸津病院より 】
蜂刺されについて

～料理教室～
　自立生活へ向けてのお手伝いとして９月も料理教室を
開催します！
　美味しい物をみんなで作って
食べて、楽しく過ごしましょう。
開 催 日 　９月27日㈰
時 間　10時～ 13時
場 所 　サポートおおさき　第二ふれあい工房
会 費　500円
締め切り　９月24日㈭

障害者雇用支援月間（毎年９月）
　９月は「障害者雇用支援月間」です。事業主
のみならず、広く国民の皆さんに対して障害者
雇用の機運を醸成するとともに、障害者の職業
的自立を支援するため、関係機関が協力して、
様々な啓発活動を行っています。
　人が働く理由はいくつもあります。「収入のため」「自己実現
のため」、そして「社会に役立つため」。それは、障害のあるか
たも、ないかたも変わりません。障害者の就労は、近年急速に
増えています。誰もが誇りを持って自立した職業生活を送るこ
とができるよう、政府は様々な障害者雇用対策を進めています。
　従業員が一定数以上の規模の事業主には、雇用する労働者全
体の数に「障害者雇用率」をかけた数以上の対象障害者を雇用
する義務があります。（令和８年７月から2.7％）
問大崎上島町生活サポートセンター I らんど（担当：片岡・中村）
☎64－4416 転送することもありますが（そのままお待ちください　） Fax：67－5118
E-mail：hureai-iland@osakifukushikai.jp
相談時間 月～金曜日　８：30～ 17：00

※相談は無料で、秘密は固く守られます。

文：感染対策委員長　緩和外科主任部長　西本　直樹
問県立安芸津病院　☎0846-45-0055

【こんにちは、保健師です】
健康寿命と歯・口腔の健康づくり

I らんどは、大崎上島町の委託障害者相談支援事業所で
す。障害のある方・障害のために生活のしづらさを抱えてい
る方・そのご家族や地域の方からの相談に応じています。
　この島で自分らしく、自立した生活を送るためのお手伝い
をしています。

　大崎上島町では、第Ⅲ期健康増進計画・食育推進計画の
総括目標を健康寿命の延伸として、令和８年度から10年
間の計画を推進しています。
　歯と口腔の健康は、生涯にわたる生活の質（QOL）の維
持・向上に欠かせません。自分の歯が20本未満になると、
うまく食べられない、滑舌が悪くなるなどの生活の質が
大きく下がっていきます。このことから、「80歳で20本以
上の自分の歯を保つ」8020運動を推進し、継続して保健
事業を行っていきます。町の8020達成者の状況は、下記
の図のとおりです。

8020運動
達成（表彰
者）割合は、
令和６年度
15.9％、令和
７年度27.3
％で増加傾
向です。

第Ⅲ期健康増進計画では、令和17年度の目標値を30％と
しています。
　歯を失う主な原因は歯周病とむし歯の２つです。特に
歯周病は糖尿病や心臓病と同じく生活習慣病と位置付け
られています。歯周病は、初期段階ではなかなか自分自身
で自覚できるような症状は出てきません。町民の中には、
まだ、歯科医院は歯が痛くなったときに行くところだと
思っている方もおられるのではないでしょうか。歯科医
院では歯科健（検）診や歯みがき指導も行っています。
第Ⅲ期健康増進計画では、過去１年間に歯科健（検）を
受診した人の割合を60％以上を目標にしています。（令
和６年度現状値53.1％）
　町では20歳～70歳の節目年齢の方を対象に歯周病検診
を実施していますので、是非受診していただき、8020達
成、健康寿命を延伸していきましょう。

　例年、春から夏にかけて、蜂に刺さ
れて外来受診される方が増えてきます。
蜂刺されの原因として多いのは、体が
大きく黒とオレンジ色が特徴のスズメバチ、少し小
さめで黄色のアシナガバチ、そして体が小さく丸み
を持ったミツバチの３種類です。
　蜂の毒によって主に刺されたところの痒みや腫れ、
赤み、痛みなどが出てきますが、場合によってはア
ナフィラキシーショックと呼ばれる重篤な全身症状
が出ることがあり、全身の蕁麻疹のほかに血圧が急
激に下がる、息が苦しくなる、ロがしびれる、吐き
気がするなどいろいろな症状が数分から30分以内に
いくつかが同時に発症し、生命に危機を及ぼすこと
があります。特にスズメバチに刺された場合には注
意が必要です。症状の程度には個人差があり、もと
もとアレルギー体質の方や以前に蜂に刺されたこと
がある方は要注意です。
　ショックが強ければエピネフリンという血圧を上
げる薬を使わないと救命できないことがあり、最近
ではいざという時のためにエピペンという注射薬の
処方が可能になりました。仕事柄、蜂に刺されやす
い環境であったり、山奧や遠距離ですぐに病院にか
けつけることができなかったりする方は、その場で
注射をすることによって応急的に時間稼ぎができる
場合がありますので、緊急用に持参しておくことを
おすすめしています。
　いずれにしても蜂に刺された場合、できるだけ速
やかに近くのクリニックや病院の受診をお願い致し
ます。



human rights

人権の視点
perspective

人権の視点に関する皆さんからの感想を募集しています。
【応募方法】 住所、氏名（匿名可）、連絡先を記入し、企画課 企画調整係または各支所窓

口係までお持ちいただくか、郵便、FAX、メールなどでお送りください。
●郵　便：〒 725-0231　大崎上島町東野 6625-1　企画課　企画調整係
●ＦＡＸ：65-3198　●Mail：kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

感想募集
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問人権相談総合窓口　住民課　住民人権対策係　☎ 65-3113

豪
雨
や
台
風
を
は
じ
め
、
災
害
は
多

く
の
人
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
危
険
に

さ
ら
し
、
社
会
生
活
を
困
難
に
さ
せ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。

震
災
の
よ
う

な
大
き
な
災
害

時
に
は
、
不

確
か
な
情
報

に
基
づ
い
て
他

人
を
不
当
に

扱
っ
た
り
、
被

災
者
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
を
助
長
し

た
り
す
る
よ
う
な
情
報
が
発
信
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
動

は
、
さ
ら
に
被
害
を
広
げ
、
避
難
や
復

興
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
被
災

者
に
対
す
る
人
権
侵
害
に
当
た
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
は
、
被
災
地
の
農
業
や
水
産
業
、

酪
農
業
が
風
評
に
基
づ
く
偏
見
や
差
別

を
受
け
、
今
な
お
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
避
難
所
な
ど
で
は
、
生
活
に

伴
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
防
止
や
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
病
人
や
け
が
人
、

心
理
的
な
影
響
を
受
け
や
す
い
子
ど
も
、

こ
と
ば
の
壁
の
あ
る
外
国
人
な
ど
に
対

し
、
特
別
な
援
助
や
支
援
が
必
要
で
す
。

直
近
で
は
熊
本
県
や
千
葉
県
で
大
き

な
災
害
が
起
こ
り
、
多
く
の
方
が
被
災

さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害
は
、
い
つ
、
ど

こ
で
起
こ
る
か
予
想
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

誰
も
が
被
災
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。普

段
か
ら
防
災
に
備
え
、
一
人
ひ
と
り

が
正
し
い
情
報
と
冷
静
な
判
断
に
基
づ
い

て
行
動
し
、
被
災
さ
れ
た
方
に
は
、
人
権

に
配
慮
し
な
が
ら
思
い
や
り
を
も
っ
て
支

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

大
崎
上
島
町
人
権
問
題
に
関
す
る
住
民
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た

〜
そ
の
③
〜

令
和
７
年
８
月
、
大
崎
上
島
町
で
行
っ
た

人
権
意
識
調
査
に
つ
い
て
、
報
告
書
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
意
見

人
権
に
つ
い
て

回
答
者
の
約
51
％
の
方
が
、「
人
権
は
、

す
べ
て
の
人
が
無
条
件
に
保
障
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
」
を
選
び
ま
し
た
。
他
方
で
、「
社

会
に
は
人
権
の
保
障
が
制
約
さ
れ
て
も
仕
方

な
い
人
が
い
る
」
が
約
21
％
、「
人
権
を
強

調
す
る
こ
と
で
特
定
の
人
々
の
権
利
を
優
遇

し
か
ね
な
い
」
が
約
11
％
で
し
た
。
ま
た
、

保
障
自
体
に
否
定
的
な
回
答
も
あ
り
、
意
見

は
分
散
し
て
い
る
状
況
で
す
。

人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
取
り
組
み
は
必
要
」
と
の
回
答
は
約

71
％
で
し
た
。
前
回
の
調
査
（
２
０
１
６
年
）

で
は
約
96
％
で
あ
っ
た
た
め
、
回
答
者
の
比
率
が

低
下
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
の
調
査
に

は
な
か
っ
た
、「
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
問

題
に
よ
る
」
と
い
う
選
択
肢
を
約
20
％
の
方
が
選

ん
で
お
り
、
こ
れ
が
比
率
の
低
下
に
影
響
し
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
か

人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
学
校
で

子
ど
も
た
ち
の
人
権
尊
重
の
意
識
を
育
む
」
と
答

え
た
方
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
だ
れ
も
が
気
軽

に
相
談
で
き
る
行
政
の
相
談
窓
口
を
充
実
す
る
」、

「
地
域
行
事
を
活
性
化
し
て
、
人
の
交
流
を
深
め

る
」
と
答
え
た
方
が
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

人
権
問
題
へ
の
関
心
や
学
習
経
験
が
あ
る
回
答

者
の
分
析
を
見
て
も
、
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み

は
必
要
だ
と
し
な
が
ら
、
意
見
は
肯
定
的
に
向
い

た
も
の
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
会

環
境
の
変
化
な
ど
に
と
も
な
い
、
人
権
を
め
ぐ
る

状
況
が
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
る
た
め
だ
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

調
査
結
果
を
全

て
ご
覧
に
な
り
た

い
方
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
そ
の

④
は
10
月
号
に
掲

載
予
定
で
す
。

災害時における偏見や差別
をなくそう



大崎海星高校

魅力化
プロジェクト

Instagram☞Facebook☞

皆さんからの投稿を募集しています。
【 応募方法 】住所、氏名（ペンネーム）、連絡先を記入し、企画課 企画調整係また
は各支所窓口係までお持ちいただくか、郵便、FAX、メールなどでお送りください。
郵便：〒 725-0231　大崎上島町東野 6625-1　企画課　企画調整係
FAX：65‒3198　Mail：kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

投　稿
大募集
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平
成
24
年
に
大
崎
上
島
町
商
工
会
の
企
画
と
し
て
始
ま
っ
た
「
島
の
仕
事

図
鑑
」
は
、
令
和
８
年
３
月
に
12
冊
目
が
発
刊
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
１
２
０

人
を
超
え
る
地
域
の
方
々
へ
取
材
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
新
た
な
取
り
組
み
で
あ
る
「
仕
事
図
鑑
の
ツ
ヅ

キ
」
で
は
、
大
崎
海
星
高
校
の
生
徒
が
過
去
の
協
力
者

を
再
訪
し
、
そ
の
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
暮
ら
し
の
変
化
を

取
材
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
仕
事
図
鑑
の
ツ
ヅ
キ
」
は
、

毎
月
第
１
週
に
「
広
報
大
崎
上
島
」
と
同
時
に
全
戸
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
28
年
度
に
「
地
域

福
祉
」
の
テ
ー
マ
で
協
力
い
た
だ
い
た
方
を
、
初
挑
戦

と
な
る
２
年
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

取
材
後
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
担
当
し
た
前
田
喜
風
さ

ん
は
「『
福
祉
を
変
え
た
い
』
と
い
う
情
熱
や
、
仕
事

を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
す
る
姿
が
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。

福
祉
自
体
へ
の
理
解
も
深
ま
り
ま
し
た
」
と
話
し
、
撮

影
を
担
当
し
た
矢
原
理
沙
さ
ん
も
「
こ
れ
ま
で
の
仕
事

図
鑑
の
写
真
の
よ
う
に
魅
力
的
に
写
せ
る
よ
う
、
様
々

な
角
度
か
ら
撮
影
し
て
み
ま
し
た
」
と
手
応
え
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
は
町
内
の
小
学
校
へ
赴
き
、
仕
事
図

鑑
の
作
り
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
小
学
生
か
ら
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
受
け
る
取
り
組
み
も
行
い
ま
し
た
。教
え
る
・

聴
か
れ
る
立
場
を
経
験
し
な
が
ら
、
世
代
を
超
え
て
地

域
を
結
ぶ
輪
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
ま
す
。

学
校
と

地
域
を
つ
な
ぐ

「
仕
事
図
鑑
の
ツ
ヅ
キ
」

南
風
俳
句
会

豊ゆ
た

か
さ
は
心し

ん

中ち
ゅ
う

深ふ
か

く
月つ

き

見み

草そ
う

若
山

修
二

新し
ん

涼り
ょ
う

や
風か

ぜ

の
さ
ら
り
と
あ
さ
ま
だ
き

植
田
と
も
子

鰡ぼ
ら

跳と

び
て
入い

り

日ひ

弾は
じ

く
る
里さ

と

の
海う

み

芝
山

吉
宣

＃木江十七夜祭
＃幻の船頭
＃よいさ

＃
大
崎
上
島
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

＃
兄
弟
で
競
演

＃
大
崎
な
ぎ
太
鼓
保
存
会
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　観音霊場23番上組観
音堂「勝

かつ

尾
おう

寺
じ

」は88ケ
所62番と同居されてお
り、ご本尊：十一面千手
観世音菩薩　ご利益：勝
運・厄除けといわれ、長福寺北約50ｍの小高
い位置に祀られております。文化９（1812）
年開基のおり本山勝尾寺の土が一握り納めら
れたと伝わる。昭和39（1964）年改築、平
成17（2005）年石垣改装と伝わるので壁な
ども同時期に改装されています。上組観音堂
取材のおり、近所の方が観音堂の周りを清掃しておられま
した、感謝です。取材のおりに感じることは地域の祖先が
心の拠り所として大切にされた神仏を末永く保存伝承した
いので、皆様のご理解とご協力をお願いします。
　観音霊場24番矢弓観音堂「中

なか

山
やま

寺
でら

」は矢弓老人集会所西
隣に祀られており、創建の歴史は古く享和元（1801）年と
伝う。元治２（1865）年再建のおり、弘法大師と役行者も
合わせてお祀りされたといわれる。近年では昭和51（1976）
年信徒の浄財により再建されています。ご本尊：十一面千
手観世音菩薩　ご利益：子供と女性にご利益大といわれて
います。
　25番霊場は脇之浦、26番霊場は下組、27番霊場は阿弥陀
寺へと続きます。

No.54

観
音
霊
場
23
番
〜
24
番

（
提
供
：
大
崎
上
島
町
地
域
協
議
会
）

島
の
神
仏
め
ぐ
り

納付のお知らせ
国民健康保険税（第３期）
介護保険料（第３期）
後期高齢者医療保険料（第３期）
納期限は９月30日㈬です

納付書での納付
　納期限までに納付してください。
口座振替での納付  
　９月30日㈬に振り替えます。

※残高の確認をお願いします。
納期限までに納付確認できない場合は、
督促状を発送します。納期限を必ず守
りましょう。

問税務課　税務係　☎65-3114　

こころのライン相談＠広島県SNS
相談

１７時～２２時 火・木・土・日開設
期間

最新情報は
広島県の
ホームページで
御確認ください。

時期により、開設日時が
変更する可能性があります。登録は

こちらから

相談無料 匿名可 予約不要

広島県から事業を委託した法人の公認心理師、臨床心理士、精神保健福祉士
等が対応します。対象者は、広島県内に在住か通勤通学をされている方です。

矢弓観音堂



12

町長コラム 「正しさの衝突」と「正義の暴走」

こんにちは　認知症地域支援推進員です

問健康福祉課　保険係　☎62-0301

　９月21日は「世界アルツハイマーデー」です。
　日本では「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」に基づき、９月
21日を「認知症の日」、９月を「認知症月間」と定めています。今年度の標語は、
「忘れても笑顔で暮らせる街づくり」に決まりました。私たちもそんな地域を目
指していきたいですね。
　大崎上島町では、少し時期を遅らせて、認知症理解を深める啓発活動として、
認知症に関する講演会の開催を予定しています。

第１回　10月22日㈭　13：30 ～
　　　大崎上島開発総合センター　大会議室
第２回　11月13日㈮　13：30 ～
　　　東野文化センター　大ホール

　認知症について学びたい方、介護をされている方、当事者の方、どなたでも
参加できます。認知症について大いに語り合いましょう。
　詳しくは９月18日各戸配布のチラシをご覧ください。

共に生き、共に学ぶ

　例年８月は、広島市の原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式に必ず参列させていただいております。
　さて、今年の長崎市の慰霊式で長崎市長は、『核兵器は「必要悪」ではなく「絶対悪」である』と断じられました。
この真理をついた重い言葉に感動しました。
　何故なら、昨今、世界の為政者の振る舞いを見るにつけ、自国の利益を一方的に押し付け合う中で、対話や
協議という話し合いをする気はさらさらなく、力の外交とばかりに、いとも簡単に戦争という拳を振りかざし
ています。
　歴史上、ベトナム戦争を境に第二次世界大戦を「良い戦争だった」とみる風潮が広まったそうです。先の大
戦は「民主主義対ファシズム」で米国では民主主義を守る「正義のための戦争」であったと。
　有史以来あらゆる戦争は皆「大義」が唱えられ、通常なら許されない残虐行為が「正義」の名のもと歯止め
がかからなくなるそうです。
　そして、「私は正しいことをしている」と「道徳的に正しい」と考えた瞬間から、無敵になり迷惑を顧みず
自分の主張を押し通す。「我々以外はすべて敵」で「被害者だろうと許さない」という考えが世にはびこって
います。
　このことを憂う歌として、中島みゆき作詞作曲の『Nobody Is Right』があります。直訳すると「絶対す
べてに正しい人なんていない」という意味です。
　歌詞カードにつづられた彼女の思いをそのまま紹介します。
　『数学ならば「正しい」は唯一これだと表せるだろうに、人間には無限ともいえる数の「正しい」がある。「俺
は正しい」が故に「俺から見れば正しくない」ものに対してのどんな攻撃も正当化されるなら、人類には戦争
世界しか残らない。せっかくのきっかけが愛情であったとしても、そこに「俺は正しい」「故に俺は神だ」を
持ち込んだ時、人間は不気味な何かに変わってしまう。ややこしいものだ。いっそ誰も大して正しくないと思っ
ていた方が、人間づきあいは取り掛かりやすいかもしれない。』と・・・・・・
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募
集

自
衛
官
等
募
集（
９
月
）

２
等
陸
海
空
士
（
第
４
回
目
）

●
受
験
資
格

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32

歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末

日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な

い
者
）

●
受
付
期
間

７
月
１
日
㈬
〜
10
月
９
日
㈮

●
試
験
日

Ｗ
ｅ
ｂ
試
験

10
月
13
日
㈫
〜
10
月
15
日
㈭
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

身
体
検
査
・
口
述
試
験

10
月
18
日
㈰
〜
10
月
22
日
㈭
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

幹
部
候
補
生
（
第
３
回
目
）

（
音
楽
要
員
を
除
く
）

●
受
験
資
格

大
卒
程
度
試
験

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒

（
見
込
含
）、修
士
課
程
修
了
者

等（
見
込
含
）は
28
歳
未
満
の

者
）

院
卒
者
試
験

20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

修
士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）

●
受
付
期
間

９
月
１
日
㈫
〜
９
月
25
日
㈮

●
試
験
日

１
次
試
験

10
月
10
日
㈯

２
次
試
験

11
月
21
日
㈯
〜
11
月
25
日
㈬
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

幹
部
候
補
曹
（
第
３
回
目
）

●
受
験
資
格

20
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者
（
32

歳
の
者
は
、
採
用
予
定
月
の
末

日
現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な

い
者
）

●
受
付
期
間

９
月
１
日
㈫
〜
９
月
25
日
㈮

●
試
験
日

１
次
試
験

10
月
10
日
㈯

２
次
試
験

11
月
21
日
㈯
〜
11
月
25
日
㈬
の

い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

問
自
衛
隊
広
島
地
方
協
力
本
部

尾
道
出
張
所

尾
道
市
東
御
所
町
９
‐
１
尾
道

ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
ビ
ル
３
階

☎
０
８
４
８
‐
22
‐
６
９
４
２

自衛隊広島地方
協力本部

相
談

令
和
８
年
度

精
神
科
医
に
よ
る

精
神
保
健
相
談

広
島
県
西
部
東
保
健
所
で
は
、

精
神
科
医
に
よ
る
精
神
保
健
相
談

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

竹
原
市
・
東
広
島
市
・
大
崎
上

島
町
に
居
住
し
て
い
る
方
、
そ

の
家
族
お
よ
び
関
係
者
。

※
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
、
匿
名

の
相
談
は
対
応
し
て
い
ま
せ
ん
。

●
日

時

９
月
10
日
㈭

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場

所

広
島
県
東
広
島
庁
舎
２
階

保
健
相
談
室

※
９
月
以
降
の
実
施
日
時
・
場
所

の
詳
細
は
、
問
合
せ
先
へ
の
連

絡
又
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。

精神科医による
精神保健相談

●
予

約

要
予
約
・
先
着
順

問
広
島
県
西
部
東
保
健
所

保
健
課
保
健
対
策
係

☎
０
８
２‐
４
２
２‐
６
９
１
１
㈹

相
続
・
遺
言
に

関
す
る
相
談
会

令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
こ

れ
ま
で
任
意
と
さ
れ
て
い
た
相
続

登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ
、
相

続
で
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人

は
、
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続

登
記
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
も
前

に
相
続
し
た
こ
と
を
知
っ
た
不
動

産
で
、
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な

い
も
の
に
つ
い
て
も
義
務
化
の
対

象
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
申
請
期

限
は
原
則
と
し
て
令
和
９
年
３
月

31
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

正
当
な
理
由
の
な
い
申
請
漏
れ
に

は
過
料
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

広
島
司
法
書
士
会
で
は
、
相

続
・
遺
言
に
関
す
る
多
様
な
お
悩

み
を
抱
え
た
方
々
へ
の
ご
相
談
に

無
料
で
応
じ
る
「
相
続
・
遺
言
に

関
す
る
相
談
会
」
を
左
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

●
日　
　

時

10
月
18
日
㈰

10
時
〜
16
時

電
話
相
談

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

面
談
相
談

※
要
予
約

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５
㈹

●
場　
　

所

広
島
司
法
書
士
会

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
６
番
69
号
）

●
相
談
料

無

料

●
相
談
内
容

相
続
・
遺
言
手
続
き
全
般

問
広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

講
習
・
講
演
会

第
２
回
甲
種
防
火
管
理

新
規
講
習（
２
日
間
）

●
日

時

10
月
15
日
㈭

８
時
45
分
〜
17
時
15
分

10
月
16
日
㈮

８
時
45
分
〜
12
時
15
分

両
日
の
受
講
が
必
要
。

（
８
時
15
分
か
ら
受
付
）

●
場

所

消
防
局
２
階
講
堂

●
定

員

80
人
（
先
着
順
）

●
料

金

４
，１
０
０
円

（
講
習
初
日
に
支
払
い
）
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●
申

込

東
広
島
市
消
防
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
受
講
申
請
書
（
管
内

の
消
防
署
・
分
署
で
配
付
。
当

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
で
申
し
込
み
。

令和8年度
甲種防火管理
「新規講習」
について

●
受

付

９
月
10
日
㈭
〜
10
月
１
日
㈭

問
東
広
島
市
消
防
局

予
防
課

☎
０
８
２
‐
４
２
２
‐
６
３
４
１

そ
の
他

安
芸
津
桟
橋
改
築
工
事
に

伴
う
フ
ェ
リ
ー
運
休

の
お
知
ら
せ

改
築
工
事
に
伴
い
、
安
芸
津
桟

橋
の
利
用
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

休
止
期
間
中
は
、
フ
ェ
リ
ー
を

運
休
し
ま
す
。

●
日

時

10
月
23
日
㈮
〜
30
日
㈮（
予
定
）

天
候
な
ど
の
事
由
に
よ
り
工
事

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
変
更
が
生
じ

た
場
合
は
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対

象

安
芸
津
桟
橋（
安
芸
津
町
三
津
）

問
東
広
島
市
役
所
建
設
部

災
害
河
港
課

☎
０
８
２
‐
４
２
０
‐
０
９
４
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

病
気
の
治
療
や
手
術
な
ど
で
、

毎
日
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
が
血

液
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

血
液
は
人
工
的
に
造
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
皆
様
の
「
献
血
」
が

「
い
の
ち
」
を
救
い
ま
す
。

日　時 会　場

９月25日㈮

10：00～12：30 東野保健福祉センター

14：30～16：00 大崎上島開発総合センター

※
当
日
服
用
し
て
い
て
も
献
血
可

能
な
薬

•
血
圧
を
下
げ
る
薬

•
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
る
薬

•
尿
酸
値
を
下
げ
る
薬

•
ア
レ
ル
ギ
ー
の
薬

•
漢
方
薬

•
サ
プ
リ
メ
ン
ト

※
当
日
の
問
診
に
よ
り
献
血
を
ご
遠

慮
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
広
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
‐
１
５
０
‐
５
５
４

環
境
衛
生
課

環
境
衛
生
係

☎
64
‐
３
５
１
３

９
月
20
日
〜
９
月
26
日
は

動
物
愛
護
週
間
で
す

動
物
の
愛
護
と
適
正
な
飼
養
に

つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、「
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
で
動

物
愛
護
週
間
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
人
と
動
物
が

と
も
に
よ
り
良
く
暮
ら
せ
る
方
法

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま

で
ペ
ッ
ト
を
飼
う
た
め
に
、
次

の
こ
と
が
守
れ
る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

①
適
切
な
住
環
境
で
お
世
話
が

で
き
る
か

②
食
費
、
治
療
代
な
ど
の
費
用

を
負
担
で
き
る
か

③
自
分
で
お
世
話
が
で
き
な
く

な
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考
え

て
い
る
か

●
動
物
の
遺
棄
・
虐
待
は
犯
罪
で

す
。

動
物
は
命
あ
る
も
の
で
す
。
一

度
飼
っ
た
ら
最
後
ま
で
飼
い
続

け
、
ま
た
、
飼
っ
て
い
る
動
物

も
そ
の
他
の
動
物
も
傷
つ
け
る

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
る
備
え

は
で
き
て
い
ま
す
か
。

災
害
等
に
備
え
、
ペ
ッ
ト
用
の

避
難
用
品
を
平
常
時
か
ら
準
備

し
、
日
頃
か
ら
ペ
ッ
ト
と
同
行

し
て
避
難
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
ペ
ッ
ト
と
同
行
し
て
避
難

し
た
人
た
ち
が
他
の
避
難
者
へ

配
慮
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
忘
れ
ず
に
。

犬
を
飼
い
始
め
た
と
き
は
、
登

録
と
鑑
札
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
犬
が
死
亡
し
た
と
き
、

住
所
な
ど
の
変
更
が
あ
っ
た
と

き
も
、
届
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
犬
と
人
の
健
康
の
た
め

に
毎
年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
、
注
射
済
票
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

●
地
域
猫
活
動
を
ご
存
じ
で
す
か
。

「
か
わ
い
そ
う
だ
か
ら
」
と
野

良
猫
に
無
責
任
に
エ
サ
を
与
え

る
だ
け
で
は
、
糞
尿
や
鳴
き
声

な
ど
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
町
で
は
、
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
で
野

良
猫
を
適
切
に
管
理
し
、
不
妊

去
勢
手
術
を
行
い
、
野
良
猫
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
と
と

も
に
、
野
良
猫
の
数
を
減
ら
す

「
地
域
猫
活
動
」
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課

環
境
衛
生
係

☎
64
‐
３
５
１
３

９
月
10
日
は

「
下
水
道
の
日
」

下
水
道
に
は
、
生
活
排
水
を
き

れ
い
に
し
て
川
や
海
に
返
す
役
割

の
ほ
か
に
、
雨
水
を
す
み
や
か
に

排
水
し
て
、
私
た
ち
の
く
ら
し
を

守
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。

立
春
（
２
月
４
日
頃
）
か
ら
数

え
て
二
百
二
十
日
に
あ
た
る
９
月

10
日
頃
は
台
風
が
多
く
、「
大
雨

に
注
意
」
と
「
雨
水
の
排
水
」
の

意
味
か
ら
９
月
10
日
が
「
下
水
道

の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
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●
下
水
道
の
正
し
い
使
い
方

快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
に

は
、
施
設
の
維
持
管
理
が
と
て

も
重
要
で
、
下
水
道
管
が
詰
ま

る
と
排
水
口
や
汚
水
マ
ス
、
マ

ン
ホ
ー
ル
か
ら
汚
水
が
あ
ふ
れ

だ
し
、
大
き
な
被
害
が
で
ま
す
。

下
水
道
を
使
用
す
る
と
き
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

•
水
洗
ト
イ
レ
で
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
紙
は
流
さ

な
い
。

•
下
水
道
に
野
菜
く
ず
、
食
べ
残

し
、
布
切
れ
、
薬
品
類
、
食
用

廃
油（
天
ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
）

な
ど
の
油
脂
類
を
流
さ
な
い
。

最
近
、
汚
水
を
汲
み
上
げ
る
ポ

ン
プ
の
故
障
が
多
発
し
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
タ
オ
ル
類
や
水
に

溶
け
な
い
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
の

詰
ま
り
が
原
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

下
水
道
の
使
用
に
あ
た
り
、
み

な
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

●
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域
に

お
住
ま
い
で
、
ま
だ
下
水
道
に

接
続
し
て
い
な
い
方
は
、
台
所

や
お
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
排

水
を
下
水
道
に
流
せ
る
よ
う
排

水
設
備
を
設
置
し
下
水
道
へ
接

続
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
排
水
設
備
（
水
洗
化
）
工
事
は

指
定
工
事
店
で

宅
内
の
排
水
設
備
工
事
は
、
一

定
の
技
術
基
準
に
沿
っ
て
正
し

く
行
わ
れ
な
い
と
詰
ま
り
の
原

因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
適
切

な
事
務
手
続
き
を
行
わ
な
い
と

料
金
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
が
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

町
に
登
録
さ
れ
た
「
指
定
工
事

店
」
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て

下
水
道
使
用
料
は
、
各
家
庭
か

ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
の
量
に
基

づ
き
計
算
し
て
い
ま
す
。
毎
月

の
汚
水
の
量
は
、
広
島
県
水
道

広
域
連
合
企
業
団
大
崎
上
島
事

務
所
の
水
道
を
使
用
し
て
い
る

家
庭
で
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
数

値
と
同
量
と
し
、
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
家
庭
で
は
、

居
住
し
て
い
る
人
数
で
換
算
し

て
い
ま
す
。（
井
戸
水
な
ど
を

使
用
し
て
い
る
家
庭
で
の
人
数

に
変
更
が
生
じ
た
場
合
は
、
す

み
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。）

問
環
境
衛
生
課

下
水
道
係

☎
64
‐
３
５
１
３

９
月
は

「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

で
す

９
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
１
カ
月
間
は
、
健
康
増
進
普
及

月
間
で
す
。

『
１
に
運
動

２
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

良
い
睡
眠

〜

健
康
寿
命
の
延
伸
〜
』を
統
一
標

語
に
、国
民
一
人
一
人
が
、運
動
や

食
事
、禁
煙
な
ど
の
個
人
の
生
活

習
慣
の
改
善
や
生
活
習
慣
病
の
特

性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、さ
ら

に
そ
の
健
康
づ
く
り
の
実
践
を
促

進
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
期
間
に
、是
非
、自
身
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
、家
庭
で
の
血
圧

測
定
を
始
め
て
み
た
り
、健
診
を

受
診
し
た
り
、健
康
バ
ン
ザ
〜
イ

ク
ッ
キ
ン
グ（
食
生
活
改
善
推
進

員
協
議
会
主
催
）や
い
き
い
き
百

歳
体
操
等
の
地
域
の
健
康
づ
く
り

活
動
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
大
崎
上
島
町
で
は
血
圧

手
帳
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
の
血
圧
測
定
を
始
め
よ
う

と
す
る
方
で
、
血
圧
手
帳
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
健
康
福
祉
課
健
康

予
防
係
に
お
気
軽
に
お
声
か
け
く

だ
さ
い
。

問
健
康
福
祉
課

健
康
予
防
係

☎
62
‐
０
３
３
０

結
核
及
び
呼
吸
器
感
染
症

予
防
週
間

９
月
24
日
〜
30
日
は
、
結
核
・

呼
吸
器
感
染
症
予
防
週
間
で
す
。

20
世
紀
以
降
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
す
べ
て
「
呼
吸
器
感
染
症
」

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
呼
吸
器
感

染
症
へ
の
関
心
を
改
め
て
高
め
ま

し
ょ
う
。

代
表
的
な
呼
吸
器
感
染
症
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
例
年
、

冬
に
増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
手
洗
い
」「
マ
ス
ク
の
着
用
を
含

む
咳
（
せ
き
）
エ
チ
ケ
ッ
ト
」「
換

気
」
な
ど
が
有
効
で
す
。

●
結
核
に
つ
い
て

西
部
東
保
健
所
管
内
で
は
新
規

の
結
核
登
録
者
数
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
の
新
規
登

録
者
の
半
数
以
上
は
60
歳
以
上

で
、
高
齢
者
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。
さ
ら
に
、
若

い
世
代
で
は
、
外
国
生
ま
れ
の

患
者
の
割
合
が
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

２
週
間
以
上
続
く
痰
の
か
ら
む

咳
・
微
熱
・
体
の
だ
る
さ
、
食

欲
不
振
、
寝
汗
な
ど
風
邪
に
似

た
症
状
で
も
結
核
の
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

結
核
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
自
分
自
身
と
大

切
な
人
を
守
る
た
め
、
年
に
１

度
は
健
康
診
断
を
受
け
、
症
状

が
あ
れ
ば
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

問
広
島
県
西
部
東
保
健
所

保
健
課

☎
０
８
２
‐
４
２
２
‐
６
９
１
１

（
内
線
２
４
１
２
）

西部東厚生
環境事務所
・保健所

ひ
と
り
で

悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
ご
相
談
を
！

９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
の
一

週
間
を
「
自
殺
予
防
週
間
」
と
位

置
づ
け
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・

関
係
団
体
及
び
民
間
団
体
な
ど
が

連
携
し
、
支
援
策
や
啓
発
活
動
を

推
進
し
ま
す
。

み
ん
な
が
、
い
の
ち
を
支
え
る

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
な
り
、「
誰

も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、悩
ん

で
い
る
人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、

話
を
聞
い
て
、必
要
な
支
援
に
つ

な
げ
、見
守
る
こ
と
が
で
き
る
人
の

こ
と
で
す
。誰
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、

ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
窓
口
は
こ
ち
ら

ま
も
ろ
う
よ
こ
こ
ろ
検
索索

問
健
康
福
祉
課

健
康
予
防
係

☎
62
‐
０
３
３
０
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開
館
時
間

10
時
〜
18
時

=

休
館
日

求
人
情
報

㈱
ホ
テ
ル
清
風
館
、
（福）
ひ
が
し
の

会
、
（医）
妙
好
会

と
き
や
内
科
、
㈱

佐
藤
産
業
、
安
芸
津
フ
ェ
リ
ー
㈱
、

大
崎
工
業
㈱

広
島
工
場
、
Ｓ
Ｋ
Ｙ

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
㈱
、
惣
明
製
作
㈱
、

（福）
大
崎
福
祉
会
、
㈱
オ
オ
サ
キ
、
さ

ん
よ
う
バ
ス
㈱
、
東
邦
契
島
製
錬
㈱

※
広
報
紙
発
行
日
ま
で
に
募
集
が
終

了
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹

原
発
行
の
求
人
情
報
誌
は
、
役
場

本
庁
ま
た
は
各
支
所
の
窓
口
に
置

い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
検
索
で
き
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原

（
広
島
西
条
公
共
職
業
安
定
所

竹
原
出
張
所
）

☎
０
８
４
６‒

22‒

８
６
０
９

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
を
吸
う
人
も
吸
わ
な
い

人
も
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
受
動
喫
煙
は
周

囲
の
人
の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
喫
煙
す
る

際
は
場
所
や
周
囲
の
状
況
に
配
慮

し
ま
し
ょ
う
。

一
人
一
人
の
思
い
や
り
で
、
喫

煙
者
・
非
喫
煙
者
の
双
方
が
気
持

ち
よ
く
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課

健
康
予
防
係

☎
62
‐
０
３
３
０

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

点
検
を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
古
く

な
る
と
電
子
部
品
の
寿
命
や
電
池

切
れ
な
ど
で
、
作
動
し
な
く
な
り

ま
す
。
定
期
的
に
点
検
を
行
っ
て
、

動
作
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。
点
検

で
作
動
し
な
か
っ
た
ら
、
電
池
や

本
体
を
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。※正常をお知らせするメッセージまたは、火災警報音が鳴ります。

点検方法例 点検してみよう！

火事です、
火事です ピーピーピ

ー

①ボタンを押して
　動作確認

②点検ひもを引いて
　動作確認

住警器戦隊かえるンジャー

住宅用
火災警報器の
維持管理
について

問
東
広
島
市
消
防
局

予
防
課

☎
０
８
２
‐
４
２
２
‐
６
３
４
１

広
島
空
港

管
制
塔
施
設
見
学
ツ
ア
ー
＆

管
制
官
お
仕
事
体
験
ツ
ア
ー

①
管
制
塔
施
設
見
学
ツ
ア
ー

●
日　
　

時

10
月
18
日
㈰

９
時
〜
12
時

●
対　
　

象

小
学
生
以
上

●
定　
　

員

60
名

（
１
回
60
分
程
度
20
名
×
３
回
）

②
管
制
官
お
仕
事
体
験
ツ
ア
ー

●
日　
　

時

10
月
18
日
㈰

12
時
〜
14
時
30
分

●
対　
　

象

中
学
生
以
上

●
定　
　

員

４
組

（
各
組
３
名
ま
で
、
１
回
60
分

程
度
２
組
×
２
回
）

①
、
②
と
も

●
場　
　

所

大
阪
航
空
局

広
島
空
港
事
務
所

（
広
島
空
港
）

●
応
募
方
法

募
集
要
項
は
、
空
の
日
ネ
ッ
ト

（https://w
w
w
.soranohi.

net

）か
ら
広
島
空
港
で
検
索

空の日ネット

問
大
阪
航
空
局

広
島
空
港
事
務
所

総
務
課

☎
０
８
４
８
‐
86
‐
８
６
５
０

（
平
日
の
９
時
〜
17
時
祝
日
を
除
く
）

「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」

広
告
掲
載
事
業
者
募
集

本
町
で
は
、
行
政
情
報
や
観
光

情
報
、
地
域
の
魅
力
な
ど
を
一
冊

に
ま
と
め
た
「
大
崎
上
島
町

暮

ら
し
の
便
利
帳
」
を
、
株
式
会
社

サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
協
働
に
よ
り

発
行
し
ま
す
。
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ジェネリック医薬品（後発医薬品）
による医療費削減効果について

国民健康保険事業では、ジェネリック医薬品（後発
医薬品）に切替えた場合のお薬代の自己負担の軽減額
に関するお知らせを送付しています。
令和８年３月診療分の削減効果は
切替えた方の人数 ２１４人
削減された金額 ４５５，４６９円

 精神疾患により緊急に医療を 精神疾患により緊急に医療を精神疾患により緊急に医療を
必要とする場合には必要とする場合には

広島県精神科救急情報センター 082-892-3600
　精神疾患により、緊急に医療を必要とする場合に、
近くの医療機関の情報や休日・夜間でも受診可能な
救急医療施設を紹介します。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
制
作
お
よ
び

広
告
営
業
は
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ

ク
ス
が
主
に
担
当
し
、
町
は
行
政

情
報
な
ど
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の

広
告
掲
載
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。広

告
掲
載
を
通
じ
て
、事
業
や
商
品

の
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
広
告
募
集
に
あ
た
り
、

株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス
の
担
当

者
が
事
業
所
な
ど
を
訪
問
し
、
広

告
掲
載
の
ご
案
内
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
規　
　

格

Ａ
４
版
冊
子
、カ
ラ
ー
、60
ペ
ー

ジ
程
度

●
発
行
部
数

４
，４
０
０
部

●
配
布
時
期

令
和
９
年
３
月
末
頃
を
目
途
に

各
世
帯
に
配
布
し
、
転
入
手
続

き
の
際
に
転
入
者
へ
も
配
布
す

る
予
定
で
す
。

問
株
式
会
社
サ
イ
ネ
ッ
ク
ス

広
島
支
店

☎
０
８
２
‐
５
０
０
‐
９
５
４
７

大
崎
上
島
町

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
状
況

（
令
和
８
年
７
月
分
）

＊
豊
田
郡
医
師
会（
町
内
医
療
機

関
）か
ら
の
報
告
数
で
す
。詳
細

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

＊
基
本
的
な
感
染
対
策
を
お
願
い

し
ま
す
。マ
ス
ク
着
用（
個
人
の

判
断
が
基
本
）・
換
気
・
手
洗
い
・

手
指
消
毒
・
室
内
の
適
度
な
湿

度
を
保
つ
な
ど

問
健
康
福
祉
課

健
康
予
防
係

☎
62
‐
０
３
３
０

竹原税務署からのお知らせ 納納税はキャッシュレス！税はキャッシュレス！
振替納税

　事前に届け出た預貯金口座から指定され
た期日に自動で引き落とすことにより納付
できます。
＊個人の申告所得税・消費税に限ります。
ダイレクト納付

　届出をした預貯金口座からの振替により
即時又は指定した期日に納付することがで
きます。

スマホアプリ納付
　5つのPay払いから納付手続きが行えます！
インターネットバンキング

　インターネットバンキングにより国税を
電子納税できます。
クレジットカード納付

　専用サイトへアクセスし、クレジット
カードを利用して納付できます。
＊納付額に応じた決済手数料がかかります。

問竹原税務署　総務課
☎0846-31-1006

詳しくは２次元コードを詳しくは２次元コードを
　　　　読み取ってください　　　　読み取ってください

自宅やオフィスから納付可能！
PCやスマホで簡単手続き！
現金管理の効率化！

インフルエンザ感染者数（年代別） 新型コロナウイルス感染者数（年代別）

10
歳
未
満

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代

90
歳
以
上

計
10
歳
未
満

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
代

80
代

90
歳
以
上

計

0 0 0 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

公益財団法人広島県市町村振興協会
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竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ

町内の交通事故件数（７月）物損事故17件  人傷事故０件

問三原年金事務所　☎0848-63-4111㈹　住民課　住民人権対策係　☎65-3113

相
談
事
例

好
き
な
歌
手
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
自
宅
で

楽
し
も
う
と
思
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
公
演
の

模
様
を
生
中
継
で
放
送
＆
配
信
」「
ど
な

た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
」
な
ど
の
投

稿
を
見
つ
け
、「
ラ
イ
ブ
配
信
視
聴
チ
ケ
ッ

ト
」
を
購
入
し
た
。
公
式
サ
イ
ト
だ
と
思

い
込
み
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
代
金
を

支
払
っ
た
が
、
配
信
当
日
に
な
っ
て
も
視

聴
で
き
な
か
っ
た
。
問
い
合
わ
せ
先
に
連

絡
し
て
も
返
答
が
な
く
、
後
で
調
べ
る
と

公
式
サ
イ
ト
を
ま
ね
た
偽
サ
イ
ト
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。

ま
た
、
カ
ー
ド
情
報
が
不
正
利
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

●

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
す
る
コ
ン

サ
ー
ト
や
ラ
イ
ブ
配
信
の
普
及
に
伴

い
、
人
気
イ
ベ
ン
ト
に
便
乗
し
た
詐
欺

サ
イ
ト
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
配
信
案
内
は
、
必
ず
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
公
式
サ
イ
ト
や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
送
ら

れ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ペ
ー
ジ

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）
は
安
易
に
開
か
ず
「
無
料
」

「
限
定
」「
残
り
わ
ず
か
」
な
ど
購
入
を

急
が
せ
る
表
示
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

●

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
や
個
人
情
報

を
求
め
ら
れ
た
場
合
は
、
一
度
立
ち
止

ま
っ
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●

お
困
り
の
際
に
は
お
近
く
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
く
だ
さ
い
。

（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

１
８
８
）

※
事
例
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に

寄
せ
ら
れ
た
相
談
内
容
を
参
考
に
、
一

部
内
容
を
再
構
成
し
た
も
の
で
す
。

問
竹
原
市
消
費
生
活
相
談
室

☎
０
８
４
６
‐
22
‐
６
９
６
５

地
域
経
営
課

地
域
振
興
係

☎
65
‐
３
１
２
３

公式サイト公式サイトだと思ったのに…
コンサート配信チケットコンサート配信チケットののの詐欺詐欺ににに注意！注意！

問竹原警察署☎0846-22-0110 大崎上島分庁舎☎ 62-0110

運動期間
９月21日㈪から９月30日㈬までの10日間

運動重点

●歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進

●夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転や
「ながらスマホ」の根絶

●自転車・特定小型原動機付自転車の交通
ルールの理解・遵守の徹底

交通事故死ゼロを目指す日

９月30日㈬

据置型Wi-Fiルーター 実質無料？
契約内容をよく確認

令和８年
の全国交通安全運動秋

年金生活者支援給付金制度について

■対象となる方
●老齢基礎年金を受給している方
　※以下の要件をすべて満たしている必要があります。　
　・65歳以上である
　・世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
　・年金収入額とその他所得額の合計が約90万円以下である

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　・前年の所得額が約492万円以下である
　　※新たにお受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月初旬頃から

請求可能な旨のお知らせが送付されます。
　　※年金を受給し始める方は、年金の請求手続きとあわせて手続きをしてくだ

さい。
　　※すでに年金生活者支援給付金を受給している方は、新たな手続きは不要です。

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者の生活を支
援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が実施します。

給付金専用ダイヤル

0570-05-4092
（ナビダイヤル）

不審な電話や案内に
ご注意ください

　日本年金機構や厚生労
働省から、電話でお客様
の家族構成や金融機関の
口座番号・暗証番号をお
聞きしたり、手数料などの
金銭を求めたりすることも
ありません。
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日Sunday 月Monday 火Tuesday 水Wednesday 木Thursday 金Friday 土Saturday
1 2 3 4 5

漁師の朝市 南の里朝市

運動公講会☆
（東保）13：00～

6 7 8 9 10 11 12
漁師の朝市 南の里朝市

認知症カフェ
（オレンジ）13：00～

13 14 15 16 17 18 19
健康相談☆
（大開）13：30～

家族の会
（大開）13：30～

漁師の朝市 筋肉量・骨密度測定会
（東保）9：30～
（東保）13：30～

南の里朝市
筋肉量・骨密度測定会
（大開）9：30～

断酒会
（東保）18：30～

筋肉量・骨密度測定会
（木保）13：30～ 読み語り会（つくしの会）

（情プ）10：30～
20 21敬老の日 22国民の休日 23秋分の日 24 25 26

敬老会
（ホール神峰）9：30～

漁師の朝市 認知症カフェ
（オレンジ）9：30～

南の里朝市

こころの健康相談
（東保）13：30～

27 28 29 30
筋肉量・骨密度測定会
（東保）14：30～

筋肉量・骨密度測定会
（大開）9：30～
（東保）14：30～

東保…東野保健福祉センター　　大開…大崎上島開発総合センター　　オレンジ…オレンジハウス
情プ…情報プラザエル　　　　　木保…木江保健福祉センター
漁師の朝市は中野一番街前で8：00から開催し売切れ次第終了　　☆わくわく元気ポイント対象事業
南の里朝市は沖浦観光物産館で9：00から開催

2026　９　September

竹原市休日当番医
内科

日程 場所

毎週日曜・祝日 竹原市休日診療所
☎ 0846-22-7157

外科
日程 場所

9/13・22・23 馬場病院☎0846-22-2071
9/6・20・21・27 安田病院☎0846-22-6121

耳鼻咽喉科診療所
日時 場所

9/12・26
（受付）13時～17時
 診療開始14時～

東野保健福祉センター内
☎ 62-0301

予防接種
必ず医療機関に予約をしてください。

休日当番医
日程 病院名
9/13 円山医院 ☎64-2062
9/21 田村医院 ☎63-0311
9/23 ときや内科 ☎63-0001

休日当番薬局
日程 薬局名
9/13 セブン薬局　大崎店☎62-3780
9/21 パール薬局　明石店 ☎67-4020
9/23 あゆみ薬局 ☎63-1052

フィッシャーマンズマーケットを、
大崎海星高校入口交差点横（島BASE）にて
木曜日

15：00 ～ 18：00
（9/10・17・24）、

土曜日
10：00 ～ 15：00
（9/5・19） 開催します。

10月１日㈭
筋肉量・骨密度測定会
（木保）9：30～

月
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１歳の Happy Birthday

９月生まれのわがやのアイドル

スマホやタブレットに無料アプリ「マチイロ」をインストールすることで、いつでも
どこでも広報紙を読むことができます。ぜひ、ご利用ください。

Free

ios android

　今月号の表紙は、大崎上島サ
マーフェスティバルで行われた
『魚のつかみどり大会』での１枚で
す。大崎上島の三大夏祭りが終わ
り、町の夜には静けさが戻りまし
た。９月の残暑も元気に乗り切り
ましょう！

発
行
日
　
2026年

９
月
４
日
㈮

発
　
行
　
大
崎
上
島
町

編
　
集
　
企
画
課
　
企
画
調
整
係

h ea l thy cookin
gh ea l thy cookin
g

管理
栄養士の

管理
栄養士の

問健康福祉課
　健康予防係☎62-0330

きのことひじきの炊き込みご飯
～旬の食材で食物繊維たっぷり！～

　暑い日が続きますが、少しずつ季節は秋へと移り変わっていきます。夏の疲れが残るこ
の時期は、旬の食材を取り入れて、毎日の食事から体調を整えましょう。今回ご紹介する
のは、「きのことひじきの炊き込みご飯」です。きのこのうま味とひじきの風味を生かした、
やさしい味わいの一品です。きのこやひじきには食物繊維が豊富に含まれ、大豆を加える
ことでたんぱく質もとれます。旬の食材を取り入れた炊き込みご飯で、季節の味を楽しん
でみませんか。

集まれ！わがやのアイドルへご応募ください
　10月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真をお寄せください。氏名（ふりがな）・生年月日・住所（地区名）・
保護者名・電話番号・コメントを明記し、下記問い合わせ先または各支所窓口係まで。（９月18日締切）
問企画課 企画調整係 ☎65-3112　Mail : kikaku01@town.osakikamijima.lg.jp

エネルギー330kcal、たんぱく質9.5g、
脂質3.6g、食塩相当量1.8g

大
崎
上
島
町
の
男
女
５
歳
毎
の

人
口
分
布
（
７
月
末
現
在
）

作
り
方

①ひじきは水で戻し、水気を切る。
しめじは石づきを除いて小房に分
ける。にんじんと油揚げは細切り
にする。

②炊飯器に洗った米を入れ、Ａを加
える。２合の目盛りまで水を加え
て軽く混ぜる。

③②に、しめじ、ひじき、にんじん、
油揚げ、大豆をのせ、通常どおり
炊飯する。

④炊き上がったら全体をさっくり混
ぜ、器に盛る。お好みで白いりご
まをふる。

人口と世帯（７月末現在）
人　口：6,608人（－11）
男　性：3,407人（－ 3）
女　性：3,201人（－ 8）
世帯数：4,210世帯（－4）

（　）内は前月比

たくさんのお姉ちゃんお兄ちゃんに囲まれて、
元気いっぱい大きくなっています！

これからも
たくさん笑顔見せてね♩♩

ジェイくん、１歳のお誕生日おめでとう！
おおきくなってね。

材
料
（
４
人
分
）

米 ２合
しめじ １パック（100g）
ひじき（乾燥） ８g
にんじん 1/3本（50g）
油揚げ １枚
大豆（水煮） 60g
　　こいくちしょうゆ 大さじ２

Ａ
　酒 大さじ１
　　みりん 大さじ１
　　和風だしの素 小さじ１
白いりごま（お好みで） 小さじ２

男 女 （人）

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90～94歳
95～99歳
100～104歳
105～109歳
110歳～
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日髙 琴
こ と の

乃ちゃん（大串地区） 村上 楓
ふ う ま

真ちゃん（古江地区） 加藤 慈
じ え い

英ちゃん（郷区）


